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2019 10 No.49誰もが安心
して暮らせ
る町づくり
をめざして

名北福祉会 広報誌

スイカ
めいほく保育園

せらちゃん

じぶんの顔
なえしろ保育園 ふみちゃん

にじみ絵　第二めいほく保育園

海とくらげ   くさのみ保育所

や
だ
保
育
園
異
年
齢
　
と
ん
ぼ
の
部
屋

西瓜の
はっぱ
めいほく
保育園

ゆいたくん

およいでいるところ 
めだか保育園　そういちろうくん
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2
0
1
9
年
6
月
27
日
（
木
）

P
M
7
：
15
か
ら
め
い
ほ
く
鳩
岡
の

家
ホ
ー
ル
に
て
法
人
事
業
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
度 

事
業
報
告

　

第
4
次
中
長
期
計
画（
2
0
1
7
・

6
～
2
0
2
2
・
5
）
に
基
づ
き

と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
点
は
、「
め
い
ほ
く
保

育
園
」、「
や
だ
保
育
園
」
が
新
園
舎

と
な
り
1
歳
児
か
ら
5
歳
児
の
異
年

齢
保
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
め
い

ほ
く
ホ
ー
ム
あ
さ
ひ
」（
定
員
男
性

5
名
、
女
性
5
名
、
シ
ョ
ー
ト
2
名
）

が
新
守
山
に
完
成
し
、
自
立
し
て
暮

ら
せ
る
場
が
増
え
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
改
革
に
よ
り
組
織

変
更
に
伴
う
「
法
人
組
織
強
化
」
の

推
進
、
人
材
確
保
、
人
材
育
成
の
推

進
、法
人
財
政
健
全
化
計
画
の
実
行
、

「
み
な
み
町
福
祉
の
総
合
セ
ン
タ
ー
」

実
現
に
む
け
た
と
り
く
み
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度 

重
点
課
題

　

引
き
続
き
、
法
人
組
織
強
化
、
人

材
確
保
、
人
材
育
成
の
推
進
、
財
政

健
全
化
推
進
に
と
り
く
み
ま
す
。
今

年
度
も
障
が
い
者
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
守
山
区
町
北
」建
設
が
は
じ
ま
り
、

来
年
4
月
開
所
し
ま
す
。
ま
た
、「
み

な
み
町
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」（
特

養
、
小
規
模
多
機
能
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
）
実
現
に
む
け
応
募
し
て
い

き
ま
す
。

  

2
0
1
8
年
度 

決
算
に
つ
い
て

（
11
Ｐ
参
照
）

　

法
人
全
体
資
産
は
、
29
億
円
、
純

資
産
は
22
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
自

己
資
本
比
率
は
76
・
8
％
。
比
率
が

高
い
ほ
ど
経
営
の
安
定
性
を
表
す
数

値
で
す
。
新
た
な
事
業
に
と
り
く
ん

で
い
る
比
率
と
し
て
は
安
定
し
て
い

ま
す
。

　

特
徴
点
は
、
次
年
度
の
賞
与
引
当

金
の
計
上
を
し
た
た
め
人
件
費
増
に

な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
は
保
育
分

野
の
み
運
用
が
使
途
制
限
の
も
と
弾

力
運
用
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
障

が
い
、高
齢
分
野
に
運
用
し
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
健
全
な
運
営

に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

評
議
員　

定
数
9
名

　
　
　
　

任
期
4
年

評
議
員　

小
川
志
寿
恵

　

同　
　

冨
田　

哲
朗

　

同　
　

廣
瀬　

洋
子

　

同　
　

田
中　

耕
治

　

同　
　

戸
水　

純
江

　

同　
　

篠
宮　

雄
二

　

同　
　

塚
本　
　

正

　

同　
　

横
井　
　

透

　

同　
　

伊
左
治　

真

理
事　

定
数
8
名

　
　
　

任
期
2
年

理　

事　

黒
川　

富
子

　

同　
　

本
田
た
み
代

　

同　
　

太
田　

輝
美

　

同　
　

小
林　

正
巳

　

同　
　

寺
西　

明
美

　

同　
　

光
岡
ゆ
か
り

　

同　
　

伊
佐
治
尚
美

　

同　
　

佐
藤　

悦
弘

監
事　

2
名 

　
　
　

任
期
2
年　

監　

事　

山
田
美
重
子

　

同　
　

牧
野　

茂
子

評
議
員
選
任
•
解
任

委
員
5
名
任
期
4
年

外
部
委
員　

佐
尾　

和
彦

　

同　
　

木
村　

恵
美

監　

事　

山
田
美
重
子

　

同　
　

牧
野　

茂
子

事
務
局　

橋
本　

琴
江

運
営
協
議
会
委
員

　
　

30
名  

任
期 

2
年

　

評
議
員　

9
名

　

理
事　

8
名

　

監
事　

2
名

　

久
田　

浩
一

　

水
野　

達
彦

　

正
次　

正
男

　

真
坂　

一
彦

　

菊
田　

道
敏

　

近
藤　

守
平

　

加
藤　

尚
子

　

山
本　

春
菜

　

小
川　

貴
大

　

長
尾　

忠
昭

　

深
谷
佐
智
子

2019 年度　法 人 役 員

2019 年度法人事業・会計報告会
平和で、豊かな住みよい街づくりをすすめ福祉の充実をめざします。
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2
0
1
8
年
度
は
、
め
い
ほ
く
保

育
園
と
や
だ
保
育
園
が
新
園
舎
に
な

り
、
新
し
い
環
境
で
1
歳
～
5
歳
の
異

年
齢
保
育
を
始
め
ま
し
た
。
な
え
し
ろ

保
育
園
も
、
2
0
1
9
年
4
月
か
ら

2
～
5
歳
の
異
年
齢
保
育
に
移
行
す
る

と
し
て
保
護
者
の
方
と
や
り
取
り
も
し

な
が
ら
、準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

各
園
異
年
齢
保
育
に
な
る
中
、
子
ど
も

た
ち
が
生
活
の
中
で
の
多
様
な
関
わ
り

を
通
し
、
ど
の
子
も
安
心
し
て
自
分
の

気
持
ち
を
出
し
、
憧
れ
・
憧
れ
ら
れ
、

育
ち
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
、
各
園
で
実

践
を
深
め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

2
0
1
9
年
度
の
10
月
か
ら
3
歳

ク
ラ
ス
以
上
の
保
育
料
無
償
化
と
給
食

費
の
実
費
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
基
準

を
満
た
さ
な
い
無
認
可
施
設
も
無
償
化

の
対
象
に
な
り
、
保
育
の
質
が
お
き
ざ

り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
士
不
足
や

処
遇
の
低
さ
が
愛
知
保
育
労
働
実
態
調

査
で
明
ら
か
に
な
る
中
、
各
園
で
会
議

の
時
間
内
実
施
な
ど
改
善
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
根
本
は
保
育
士
の

配
置
や
処
遇
の
基
準
の
改
善
な
し
に
で

き
ま
せ
ん
。
8
月
の
あ
い
ち
合
研
を
ス

テ
ッ
プ
に
公
的
保
育
制
度
の
拡
充
の
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

事業報告会に参加して
第二めいほく保育園　平 石 章 乃

　地域とつながった取り組みや労働環境改善に向

けて専門部が発足されたことにより、法人がより

パワーアップしていくのかなと感じました。

　各分野では、しょうがい、保育分野できょうさ

れん大会や合研など大きな取り組みもあるので力

を合わせて頑張っていきたいと思いました。

　高齢分野では、安全を配慮したうえで利用者同

士の繋がりを大切にしていて素敵だなと感じ、ど

の分野にも通じることなのでわたし自身も大切に

していきたいと改めて感じることができました。

　最後に、合研でみんなで踊る『yeah hope』を

保育分野中心に踊ったり、合研をアピールしまし

た。みんなで身体を動かしてリフレッシュできて

良かったなと思いました。

子どもが育ちあ
う

拡充をめざして

保育と保育制度の
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こ
こ
数
年
来
、
障
害
部
で
は
人
材
不

足
や
「
暮
ら
し
の
場
」
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
障

害
部
で
二
名
の
新
卒
者
を
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
暮
ら
し

の
場
」
に
つ
い
て
も
昨
年
六
月
、
新
守

山
の
地
に
総
勢
十
名
の
方
が
入
居
で
き

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
所
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
部
で
働

く
人
達
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め

の
労
働
環
境
改
善
に
つ
い
て
も
、
昨
年

か
ら
各
事
業
所
に
お
い
て
改
善
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
三
人
の
新
卒
者
を
障
害

部
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
次
年
度
、
守
山
区
町
北
に
約

十
七
名
が
入
居
で
き
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建

設
に
む
け
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

来
る
10
月
25
日
（
金
）

か
ら
26
日
（
土
）
に
か

け
て
、
き
ょ
う
さ
れ
ん

の
全
国
大
会
が
愛
知
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の

成
功
に
向
け
て
も
大
き

く
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

被災地派遣の報告をしました
めいほく友の家　垰　佑哉

　東日本大震災が発生して今年で８年。あい

されんが地震発生当時から職員を派遣し、「忘

れない」をテーマに被災地支援を１０年継続

していくことを決め、その支援も８年目とな

りました。今年、プレハブから新しくなった

「のぞみ作業所」で仲間たちと交流、事務局

の方々から当時のリアルな話を聞きました。

その後は、宿泊先のホテルで親の会会長の話

を聞き、夕食を食べながら愛知の職員や岩手、

仙台の職員と交流しました。二日目は実際に

被災した土地や建物の高野会館を見学、そし

て役所との懇談会を経て帰路へ。被災した時

の大切なこと、苦労したこと、生々しい体験

談、そこからの反省など貴重な話をたくさん

聞かせていただきました。私は、その話を沢

山の職員に語り、来たるべき災害に備えてい

きたいと思います。

仲間の生活を

支えていくために
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
小
規
模
の
良
さ

を
生
か
し
た
、
き
め
細
や
か
な
実
践
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
運
営
的
な
厳

し
さ
は
あ
り
ま
す
が
経
験
の
あ
る
職
員

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
多
機
能
事
業
所
は
そ
の
方
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
を
し
な
が
ら

「
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
」
を
支
え
て
い

ま
す
。
運
営
的
に
は
安
定
し
て
い
ま
す

が
、
夜
勤
の
職
員
不
足
が
課
題
で
す
。

昨
年
度
は
正
規
職
員
を
2
名
、
今
年

度
は
新
卒
職
員
を
1
名
採
用
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

　

地
域
で
の
取
り
組
み
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
町
南
地
域
で
は
「
ま
ち
み
な

み
ま
つ
り
」、
毎
月
の
「
地
域
の
お
茶

会
」、
上
飯
田
地
域
の
「
体
操
教
室
」、

年
２
回
「
介
護
者
の
夜
の
交
流
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
地
域
で
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る
施

設
づ
く
り
に
む
け
て
」

　

昨
年
度
か
ら
高
齢
部
の
「
南
町
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
施
設
見
学
や
図
面

検
討
、
人
材
確
保
の
計
画
、
等
に
つ
い

て
話
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
、

特
養
の
公
募
が
あ
り
協
議
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
法
人

の
総
意
と
力
で
成
功
さ
せ
た
い
で
す
。

法人事業報告会に参加して
めいほく町南の家介護職員　関 　 優 希

　各分野報告は福祉の仕事に携わる者同士共感で

きるものであり、厳しい体制の中であっても利用

者の為に努力、工夫している姿を法人内で共有す

る事により、分野の垣根を越え職員間に連帯感が

生まれると感じました。法人からの報告では日々

変化する福祉の情勢、人手不足といった問題に向

き合いながら、専門部会に力を入れる等して問題

を解決していこうとする姿勢が見られました。

法人の課題として特養建設に対し一部賛同が得ら

れていない状態が続いていますが、法人職員が一

体となり特養建設の必要性を真摯に訴えていく姿

勢が求められているのではないでしょうか。今回

で 2 度目の参加となりましたが、参加人数の多さ

から改めて規模の大きい法人で働いていると実感

しました。

地域の中で在
宅生活を

支える事業所として
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ケ
ア
プ
ラ
ン
町
南
・
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
く
す
の
き
・
は
お
と
か
・
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
ら
の
三
つ
の
事

業
で
地
域
生
活
部
と
な
っ
て
三
年
が
経

ち
ま
し
た
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
町
南
は
、
八

名
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
守
山
・
北

区
を
中
心
に
要
支
援
・
要
介
護
の
高
齢

者
2
8
0
名
の
方
の
ご
依
頼
を
受
け

24
時
間
・
3
6
5
日
を
担
当
。
同
様

に
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
と
お
か
・

く
す
の
き
は
、
4
名
の
相
談
員
が
北
区

を
中
心
に
障
害
児
、
障
害
者
2
7
0

名
の
方
の
ご
依
頼
を
受
け
、
ご
相
談
お

よ
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
を

担
当
。
ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
そ
ら
は
、
北
・
守
山
区
を
中
心
に
、

要
支
援
・
要
介
護
の
高
齢
者
お
よ
び
障

害
児
・
者
1
3
0
名
の
方
の
居
宅
介

護
・
家
事
援
助
・
通
院
支
援
・
余
暇
外

出
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
六

月
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
支
援
、
連
携
強

化
し
て
い
く
た
め
、
二
つ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
合
併
し
、「
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
め
い
ほ
く
」
と
し
、
さ
ら
に
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
ら
の
事
業
所

を
移
転
、
新
事
業
所
内
に
相
談
支
援
事

業
と
居
宅
訪
問
介
護
事
業
を
同
居
さ
せ

再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
・
６
月　

事
務
所
移
転
し
ま

し
た
。

移転・合併のお知らせ

北区下飯田町二丁目 14 番地 3　　
第六諏訪マンション　1 階
ヘルパーステーションそら
TEL 052-910-0712
相談支援センターめいほく
TEL 052-911-1600

もっともっと連
携して

支援力を高めます
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第 51 回　全国保育団体合同研究集会 in 愛知   8 月 3 日〜 5 日　
46 都道府県から 7074 人参加！

1 日目オープニングは、「トーチトワリン

グ」、「ぞうれ列車よはしれ」の合唱に合わ

せて子どもたちの列車が会場を走り、「ヤッ

ホー」の総踊り。2 日目は、講座や分科会。

3 日目閉会集会は、「子どもたちにとって

あたりまえってなに？平和ってなに」の構

成劇など。

保育園訪問や実行委員や要員など合研成功

にむけ、つくりあげる側になって大奮闘し

ました。

　

今
年
度
は
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
ら
の
坂

野
美
里
さ
ん
、
め
い
ほ
く
保
育
園
の
田
島
貴
代
子
さ

ん
、
市
橋
久
史
さ
ん
、
友
の
家
ホ
ー
ム
の
永
田
真
也

さ
ん
の
4
名
が
勤
続
10
周
年
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

友
の
家
ホ
ー
ム　

永
田　

真
也

　

私
が
め
い
ほ
く
友
の
家
に
入
職
し
、
あ
っ
と
い
う

間
の
10
年
で
し
た
。
職
員
集
団
に
支
え
ら
れ
、
仲
間

に
支
え
ら
れ
、
家
族
に
支
え
ら
れ
、
関
係
者
に
支
え

続
け
て
も
ら
い
な
が
ら

の
日
々
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
経
験
を
重

ね
て
い
く
に
つ
れ
、
名

北
福
祉
会
が
行
っ
て
い

る
事
業
を
少
し
ず
つ
で

す
が
知
る
こ
と
に
な

り
、「
仲
間
を
援
助
す

る
」
と
い
っ
た
具
体
的

に
直
接
援
助
す
る
方
法
以
外
に
も
、
方
法
、
手
段
は
、

ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
勢
の
人
た
ち
の
協

力
、
力
添
え
が
無
け
れ
ば
、
援
助
を
続
け
て
い
く
こ

と
の
難
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
仲
間
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
柔
軟
な

思
考
で
物
事
を
進
め
て
行
け
る
よ
う
に
、
聞
く
こ
と

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
勤
務
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
勤
続
10
年
の
表
彰
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

勤 続 表 彰

永年にわたる

名北福祉会での

お働きに感謝

いたします
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名
北
福
祉
会
の
一
員
と
な
っ
て
3

か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
緊
張
し
な
が
ら

電
車
に
乗
っ
て
，
帰
り
の
電
車
で
は
上

手
く
い
か
な
か
っ
た
事
や
失
敗
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
反
省
す
る
毎
日
で
す
。

失
敗
し
て
し
ま
う
と
，
ど
う
す
れ
ば
先

輩
職
員
の
よ
う
に
出
来
る
の
だ
ろ
う
う

か
と
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
一
度
も
福
祉
・
介
護
の

勉
強
を
し
た
こ
と
が
な
く
就
職
活
動
で

介
護
と
出
会
い
，
さ
ら
に
今
ま
で
や
っ

た
こ
と
の
な
い
事
に
足
を
踏
み
入
れ
た

く
こ
の
業
界
を
選
び
ま
し
た
。
入
職
当

時
は
と
に
か
く
利
用
者
さ
ん
と
話
し
て

そ
の
利
用
者
さ
ん
が
ど
う
い
う
人
な
の

か
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

レ
ク
・
体
操
や
利
用
者
さ
ん
へ
の
関
わ

り
方
は
先
輩
職
員
を
参
考
に
し
て
い
ま

す
。
排
泄
介
助
・
入
浴
介
助
と
言
っ

た
技
術
部
分
は
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま

し
た
。
出
来
る
と
事

が
増
え
る
現
場
が
楽

し
い
と
思
え
て
き
ま

す
。

も
っ
と
介
護
技
術
を

磨
き
介
護
職
員
，
ま

た
一
人
の
社
会
人
と

し
て
も
事
業
所
の
見

本
と
な
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
り
た
い
で

す
。

　

不
安
顔
で
入
居
し
た
姉
。
あ
っ
と
い

う
間
に1

年
が
過
ぎ
今
で
は
と
っ
て
も

楽
し
そ
う
で
す
。

　

一
番
の
変
化
は
休
日
の
過
ご
し
方
だ

と
思
い
ま
す
。
一
日
中
、
自
宅
で
過
ご

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
い
ろ
ん
な

所
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
外
出
で

き
る
楽
し
さ
や
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

ま
た
常
に
誰
か
が
い
る
安
心
感
、
話
し

相
手
の
い
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
ん
な
姉
を
見
て
話
を
聞
き
私

た
ち
も
そ
の
日
常
に
安
堵
し
、
皆
様
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

New
Face

New
house

名
北
福
祉
会
で
働
き
始
め
て

町
南
の
家　

寺　

島　

健　

太

新
し
い
暮
ら
し
の
場
で
の
生
活

　
　

め
い
ほ
く
ホ
ー
ム
あ
さ
ひ

米
本
啓
子
さ
ん
の
ご
家
族
、
米
本
志
の
ぶ
さ
ん
よ
り
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法
人
全
職
員
研
修
は
七
月
七
日
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
町

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催

　

今
回
は
、
み
な
み
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て
、
保
育
園

と
高
齢
者
施
設
が
併
設
し
て
い
る
法
人
か
ら
、
子
ど
も
と
高
齢
者
が

一
緒
に
生
活
す
る
実
践
を
学
ぶ
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
と
高
齢
者
施
設
が
合
築
し
て
い
る
施
設
を
運
営
す
る
大
阪

府
こ
ば
と
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
ん
ぽ
ぽ
の
ホ
ー
ム
長
、
21
老
副
連

の
事
務
局
長
の
正
森
克
世
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
　
　

研
　
修
　
報
　
告�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
東
町
　
櫻

井

英

人

　
「
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
」
名
北
福
祉
会
の
理
念

の
１
つ
で
す
が
、
こ
ば
と
会
も
名
北
福
祉
会
と
同
じ
よ
う
な
理
念
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
し
て
い
く
過
程
で
意
見
が
食
い
違
っ
た
り
、「
何
か
違
う

な
」
と
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
ん
な
時
に

働
く
み
ん
な
が
寄
っ
て
立
つ
、
そ
れ
が
「
理
念
」
で
あ
り
「
網
領
」。

株
式
会
社
や
医
療
法
人
等
と
社
会
福
祉
法
人
で
は
運
営
目
的
や
理
念

も
異
な
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
こ
ば
と
福
祉
会
の

よ
う
に
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
お
年
寄
り
が
普
段
の
生
活
の
中
で

交
流
す
る
様
子
が
と
て
も
よ
く
、
自
分
た
ち
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

 　

移
行
期
間
を
経
て
、
2
0
1
9
年
4
月

よ
り
2
～
5
歳
の
異
年
齢
保
育
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　

び
わ
・
か
り
ん
・
や
ま
も
も
・
き
ん
か
ん　

と
い
う
、４
つ
の
お
う
ち
（
部
屋
）
ご
と
に
、

日
々
の
生
活
や
あ
そ
び
を
通
し
、
豊
か

な
経
験
や
関
わ
り
を
重
ね
て
い
け
る
よ

う
、
ゆ
っ
く
り
と
保
育
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

春
の
頃
は
、
新
し
い
環
境
に
不
安
で

泣
け
て
し
ま
う
子
や
前
の
担
任
を
求
め

る
姿
、
落
ち
着
け
ず
、
ケ
ン
カ
や
も
め

ご
と
が
多
い
大
き
い
子
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
2
歳
児
に

寄
り
添
う
4
、
5
歳
児
の
存
在
や
、
魅

力
的
な
あ
そ
び
を
目
の
前
で
見
せ
て
く

れ
る
大
き
い
子
の
姿
か
ら
、
大
人
以
外

に
も
頼
り
に
な
り
、
あ
こ
が
れ
ら
れ
る

存
在
が
身
近
に
い
る
安
心
感
、
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
だ
せ
る
心
地
よ
さ
を
子
ど

も
た
ち
が
少
し
ず
つ
感
じ
、
年
齢
を
こ

え
た
新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
て
き
て

い
ま
す
。
保
護
者
の
方
も
、
心
配
は
あ
り
な

が
ら
も
、
そ
ん
な
関
わ
り
を
暖
か
く
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
異
年
齢

の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
保
育
を
ゆ
っ
く
り
と

積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

異年齢
保育

異
年
齢
の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
保
育
を

な
え
し
ろ
保
育
園

全体研修報告
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め
い
ほ
く
保
育
園

近
藤
恵
美
子

　

私
が
、
め
い
ほ
く
保
育
園
の
給
食
室

で
働
き
初
め
て
21
年
に
な
り
ま
す
。
保

育
園
と
の
出
会
い
は
、
現
在
35
歳
に
な

る
息
子
が
生
後
半
年
で
障
害
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
障
害
児
の
親
に
な
り
、

不
安
ば
か
り
だ
っ
た
私
を
支
え
、
親
子

共
々
育
て
て
頂
け
た
保
育
園
へ
の
感
謝

の
念
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

名
北
福
祉
会
の
障
害
者
と
矯
正
で
き

る
街
作
り
の
思
い
が
障
害
児
学
童
保
育

所
、
作
業
所
設
立
へ
と
実
現
さ
れ
て
、

異
地
域
の
期
待
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実

に
根
付
き
、
積
み
上
が
っ
て
行
く
の
を

間
近
で
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
息
子
の
生
体
腎
移
植
の
手
術
を

受
け
る
た
め

退
職
し
よ
う

と
思
い
ま
し

た
が
、
給
食
室

の
仲
間
た
ち

が
復
帰
を
望

ん
で
下
さ
っ

た
の
で
、
長

期
の
お
休
み
を
頂

い
た
後
、
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
く
、

子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
声
に
元

気
を
も
ら
い
な

が
ら
働
い
て
い

ま
す
。

　
め
い
ほ
く
共
同
作
業
所

水
内
　
基
仁

　

め
い
ほ
く
共
同
作
業
で
働
い
て
16
年

目
に
な
り
ま
す
。
仲
間
か
ら
感
謝
さ
れ

る
、
仲
間
の
役
に
立
っ
て
い
る
実
感
が

持
て
、
書
類
や
形
で
は
な
く
、
人
と
人

と
の
関
係
や
つ
な
が
り
、
そ
し
て
仕
事

や
活
動
で
仲
間
が
喜
ぶ
姿
を
見
て
、
長

く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
仲
間
の
活
動
や
暮
ら
し

の
環
境
が
整
う
と
、

私
た
ち
職
員
の
力

が
も
っ
と
発
揮
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

第
二
め
い
ほ
く
保
育
園
　櫻井

　
雅
子

 　

二
十
年
以
上
前
に
私
が
担
当
し
た

園
児
の
娘
さ
ん
ん
が
昨
年
度
入
園
し

て
来
ま
し
た
。

　

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
第

二
め
い
ほ
く
保
育
園
で
働
く
よ
う
に

な
っ
て
約
三
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
初
め
の

頃
は
私
自
身
も
子

育
て
を
し
な
が
ら
、

そ
の
後
は
両
親

の
看
病
、
介
護

へ
と
生
活
環

境
が
変
化
し

て
い
く
中

で
、
短
い

時
間
で
す

が
、
継
続

し
て
働
く

事
が
出
来

大
変
助
か

り
ま
し
た
。

　

〇
歳
児
～
二
歳
児
の
保
育
園
で
家
庭

的
か
つ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
職
場
な
の

で
今
日
ま
で
働
い
て
こ
れ
た
の
か
と
思

い
ま
す
。
又
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
け
る
の
も
楽
し

み
で
す
。
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
下
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　
め
い
ほ
く
友
の
家

　
　
竹
原
　
純
子

　
「
友
の
家
」
が
（
現
）
清
須
市
に
隣

接
す
る
西
区
あ
し
原
町
で
、
無
認
可
と

し
て
活
動
し
て
い
た
頃
か
ら
お
付
き

合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

日
々
の
忙
し
さ
や
大
変
さ
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
ん
な
に
長
く
関
わ
っ
て
い
て

も
い
ま
だ
に
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
り
、

「
あ
、
今
こ
の
方
と
確
か
に
（
心
が
）

通
じ
あ
っ
た
な
」
と
感
じ
ら
れ
る
瞬
間

が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
り
し
て
、
こ
の

仕
事
が
楽
し
い
と
感
じ
な
が
ら
働
き
続

け
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
名
北
福
祉
会
が
、
な
か
ま

の
皆
さ
ん
や
職
員
さ
ん
た
ち
に
寄
り

添
っ
て
い
く
福
祉
会
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

子どもが育ちあ
う

保育と保育制度の

長い間
福祉会を支えて

くれているパートの
皆さん

ありがとう
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（単位：千円）

就労支援事業収益

運営費・支援費・補助金収益

利用料収益

寄附金収益

雑収益・受取利息他

就労支援事業費用

人件費支出

事務費支出

事業費支出

減価償却費

徴収不能額

支払利息

その他費用

積立金取崩額

積立金積立額

国庫補助金等特別積立金取崩額 0

0

530

固定資産売却益 0

施設間繰入金支出 0

0

当期活動収支差額

その他の特別収益 0

5

国庫補助金等特別積立金積立額 0

0

その他の特別損失

収益合計 82,078

国庫補助金等特別積立金取崩額

事業支出合計 13,586

基本金組入額

0

12,105

1,188

（自）平成30年4月1日　　（至）平成31年3月31日

次期繰越活動収支差額 221,385

0

100,015

【 支 出 の 部 】

【 繰越活動収支差額の部　】

795,911

100,016

856,842

0

前期繰越活動収支差額 252,912

支出合計 13,591

68,488

1,932,073

14,518

0

0

39,086

固定資産売却・処分損

172,652

0

8,895

0

0

92,065

1,744,228

136,496

4,919

136,948

-50,170

172,652施設間繰入金収益 75,954

194

14,114

固定資産受贈額

借入金補助金収益（元金・利息） 0

0

事業収益合計 6,124

0

0

1,784,116

386 18,529

5,238

0

5,536

0

本部会計

0 17,664

合計

1,742,388500

【 収 入 の 部 】

社会福祉法人　名北福祉会　　決算書

事業活動収支計算書　～利益報告書～

0

0

294

0

0

675

0

82

22,024

1,392,522

1,971,159

保育園

0

870,840

0

77

5,758

876,675

194

7,494

7,292

891,655

0

727,922

51,467

69,230

47,676

0

-25,782

2,840

589

873,943

0

0

9,443

66,541

615

0

950,542

-58,887

285,722

0

0

226,835

障害

17,664

542,785

0

91

11,479

572,019

0

6,619

57,388

0

0

636,026

22,024

446,827

48,809

49,199

35,900

166

-21,509

2,078

7,466

590,960

0

0

5,075

21,826

30

0

617,891

18,135

208,048

0

0

226,183

高齢

0

161,356

0

131

831

162,318

0

0

21,731

82

0

184,132

0

118,179

14,055

13,081

6,933

364

-2,804

0

716

150,524

0

0

0

25,346

26

0

175,895

8,236

58,338

0

0

66,575

地域生活

0

166,907

0

0

74

166,981

10,287

0

0

177,268

0

99,593

10,512

3,798

1,263

0

-75

0

123

115,215

0

0

0

58,940

0

0

174,155

3,113

51,821

0

0

54,934

現金預金 192,019,061 未払金 38,361,517
未収金 170,550,186 その他の流動負債 143,508,896
たな卸資産 6,337,554
その他の流動資産 68,558,545

流動資産合計 437,465,346 流動負債合計 181,870,413

基本財産土地 214,645,011 長期借入金 454,993,000
建物 1,514,816,426 退職給与引当金 79,444,280
法人内長期貸付金 3,375,581 法人内長期借入金 3,375,581
その他の固定資産 444,850,882 固定負債合計 537,812,861
積立預金 311,670,845 負債合計 719,683,274
退職給付引当資産 0

基本金 242,741,038
固定資産合計 2,489,358,745 国庫補助金等特別積立金 856,817,522

その他の積立金 311,670,845
次期繰越活動収支差額 795,911,412

資本合計 2,207,140,817

資産合計 2,926,824,091 負債・資本合計 2,926,824,091

貸　借　対　照　表
平成31年3月31日現在

（単位 円）
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「わいわい子ども食堂」のご案内
毎月第 1水曜日、17：00 から 19：00、

北医療生協すまいるハートビル 2階

ワイワイルームで行っています。

参加対象は幼児から高校生
（付添いの大人の方歓迎）、

参加費は子ども 0円・おとな 300 円です。

問い合わせ先：北医療生協（水野さん）

電話：052 － 914 － 4554

名北福祉会 第5回
介護職員初任者研修

【土日コース】 受講生募集

介護や支援を必要する人びとの生活の
安定・安心、明日への希望に沿うため
に必要な基礎的知識と技術を
習得する研修です。

募 集 要 項

期 間 令和1年 11月2日（土）～ 令和2年 3月28日（土）全22回
※ 時 間 帯 な ど 詳 細 は 、 を ご 確 認 く だ さ い 。

研 修 めいほく鳩岡の家

会 場 北区鳩岡町１ １ ５
費 用 3 円（テキスト代、資料代を含む） ※キャッシュバック制度有ります。

定 員 名（先着順）

申 込

方 法
〒 北区下飯田町 丁目 番地 第 諏訪マンション

●問い合わせ先 お気軽にお問い合わせください。

ヘルパーステーションそら 介護職員初任者研修事務局

平日 9：00～17：00 担当／岩橋、大村

裏面の受講申込書を記入の上、郵送、又は持参ください。
・申込期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（木）
・申込み先 ヘルパーステーション そら 研修事務局

名北福祉会 で 検索ヘルパーさん募集〈ヘルパー 2 級・介護福祉士〉

障がいを持つ人やお年寄りの生活を支える、やりがいの
ある仕事です。詳細はお問い合わせください。
時　給　1,000 円〜 1,750 円　※�仕事の内容や時間帯によって違います。
交通費　850 円／日（上限）
問合せ先　ヘルパーステーションそら　
電話 052-910-0712　����（担当）岩橋・坂野

お助けクラブにご協力ください　
手伝って欲しい方、手伝いしてもいいよという
方、共に会員登録し助け合っていきます。詳細
は福祉会本部にお問い合わせください。

名北福祉会を支える会の会員募集
夢のある豊かなまちを共につくりましよう!!

「平和で豊かな住みよい街づくりをすすめ、
福祉の充実をめざします」に賛同する人たち
の力で、法人が進めている事業や「みんなの
夢」をかなえるための施設づくりを応援して
います。是非ご協力よろしくお願いします。

保育の署名にご協力お願いします

　今年も、国会、県議会、市議会に向けての秋

の署名運動がスタートしました。

　保育制度が変わり、「子どもにとってこれで

いいの？」と思う保育施設が沢山でき、そこで

働く保育者も、生活する子どもたちも大変に

なっています。「無認可の認可化」（条件も基準

も認可園とはかけ離れているのにそれを改善し

ようとはせず進めようとしている）がねらいと

言われています。そして、この 10 月から「幼

児教育の無償化」が実施されます。「無償化よ

り受け皿を！」「保育士の処遇や職員配置の改

善での保育の質を向上を！」無償化ありきでは

ない声を届けていきます。

　お手数ですが、同封の封筒で返送下さい。


